
唐
代
伝
奇
「
陸
顕
伝
」
に
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す
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一
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増

子

和

男

 
 
 
 
前
 
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
く
ヲ
き
よ
 
つ

 
前
稿
に
引
き
続
き
、
唐
代
伝
奇
「
陸
顕
著
」
に
見
え
る
用
語
の
幾
つ
か
を

検
討
し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
本
作
品
が
い
か
な
る
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る

か
を
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

 
科
挙
に
落
第
し
、
太
学
に
学
ん
で
い
た
主
人
公
・
陸
顕
は
、
突
如
訪
れ
た
胡

人
に
よ
っ
て
腹
中
の
奇
虫
「
消
麺
虫
」
を
高
額
な
値
で
購
わ
れ
る
。

 
胡
人
よ
り
得
た
報
酬
で
悠
々
自
適
の
生
活
を
送
る
四
恩
の
も
と
に
、
あ
る
日
、

胡
人
が
再
び
訪
れ
、
海
中
へ
行
っ
て
み
な
い
か
と
誘
う
。
誘
い
に
乗
っ
た
彼
は
、

胡
人
と
と
も
に
海
辺
ま
で
出
か
け
る
。
海
辺
に
着
く
と
胡
人
は
黒
穂
虫
を
取
り

出
す
と
油
膏
の
入
っ
た
鼎
に
入
れ
て
火
に
か
け
、
海
中
の
使
者
を
呼
び
出
す
が
、

持
っ
て
き
た
宝
を
不
服
と
し
て
追
い
返
す
こ
と
三
度
に
し
て
、
「
至
宝
」
を
手

に
入
れ
る
。

 
至
宝
を
得
た
胡
人
は
、
こ
れ
を
呑
む
と
、
自
分
に
つ
い
て
海
中
に
入
る
よ
う

陸
顯
を
促
す
。
彼
は
胡
人
の
侃
帯
に
掴
ま
っ
て
海
中
に
入
る
が
、
海
水
は
酪
然

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
う
し
っ

と
し
て
開
き
、
鱗
介
の
族
は
辟
易
し
て
彼
ら
を
避
け
る
。
竜
宮
や
較
室
に
行
っ

た
彼
ら
は
、
お
び
た
だ
し
い
宝
を
得
て
、
地
上
へ
と
戻
る
。
 
 
 
 
 
 
含

 
そ
の
宝
の
一
部
を
分
け
前
と
し
て
得
た
陸
顕
は
そ
れ
を
南
越
で
売
り
払
っ
た

 
 
び
ん
え
つ

後
、
閏
越
の
問
で
一
生
を
過
ご
し
た
。

 
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
作
品
の
後
半
部
分
に
登
場
す
る
「
海
」
と
、

「
鮫
室
」
と
言
う
二
つ
の
用
語
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
瑚

 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ

〔
1
〕
海
（
南
海
）

 
周
知
の
よ
う
に
、
我
々
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
日
本
人
と
は
異
な
り
、

多
く
の
中
国
の
人
々
に
と
っ
て
、
海
は
必
ず
し
も
身
近
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
、
歴
代
の
政
治
・
文
化
の
中
心
地
と
あ
ま
り
に
隔
絶
し
た
所
に
あ
る
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 

た
め
に
、
異
域
と
意
識
さ
れ
て
き
た
。

 
 
 
 
て
ん
ち
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い

○
海
と
は
、
天
池
（
天
の
池
）
な
り
。
以
て
百
川
を
納
る
る
も
の
也
（
後
漢
・

 
許
慎
『
説
文
解
字
』
）

 
 
 
 
 
か
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
い
だ
く
 
 
う
 
 
 
 
 
 
つ
か
さ
ど

○
海
と
は
、
晦
（
く
ら
い
意
）
な
り
。
繊
濁
を
承
く
る
を
罵
る
。
そ
の

 
 
 
 
 
 
く
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ゅ
う
き
 
 
し
ゃ
く
み
ょ
う

 
色
黒
く
し
て
、
晦
き
な
り
（
後
漢
・
劉
煕
『
釈
名
，
』
「
鴨
宮
」
）

唐
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奇
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多
く
の
川
が
注
ぎ
込
み
、
あ
ら
ゆ
る
汚
濁
を
い
れ
る
広
く
て
暗
い
と
こ
ろ
9

 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん
が
い
き
ょ
う

さ
ら
に
、
『
楚
辞
』
や
『
山
海
経
』
に
示
さ
れ
た
、
怪
物
や
不
思
議
な
生
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

物
だ
ち
1
大
蟹
、
牛
の
よ
う
な
姿
で
一
本
足
と
い
う
蔓
、
人
の
顔
と
手
足
を
持

 
 
 
 
 
 
り
ょ
ロ
つ
ぎ
ょ

ち
魚
身
と
い
う
鮫
魚
等
々
i
の
住
む
、
あ
る
種
不
気
味
な
場
所
1
こ
の
辺
り

が
、
彼
ら
の
海
に
対
す
る
標
準
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

 
こ
う
し
た
海
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
唐
人
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
変
わ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
試
み
に
、
『
全
唐
詩
』
か
ら
幾
つ
か
の
用

例
を
徴
す
る
と
、
海
は
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
る
。

○
魑
魅
天
辺
国

 
窮
愁
海
上
城

 
五
三
）

○
海
気
湿
蟄
薫
腱
躁

 
臭
い
意
）
た
り

○
浮
天
槍
海
遠

ち
み

魑
魅
 
天
辺
の
国

窮
愁
 
海
上
の
城

（
韓
愈
「
八
月
十
五
夜
、

（
宋
之
問
「
三
州
を
発
す
」
巻

 
 
し
っ
ち
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い
そ
う

海
気
湿
蟄
（
じ
め
じ
め
す
る
意
）
薫
 
鳥
居
（
生

 
 
 
 
 
 
 
こ
う
そ
う

 
 
 
 
 
 
張
功
曹
に
贈
る
L
巻
軸
三
八
）

天
に
浮
か
ん
で
槍
海
遠
く
（
銭
起
「
僧
の
日
本
に

 
帰
る
を
送
る
L
巻
二
三
七
）

○
海
天
愁
思
正
荘
荘
 
 
海
天
愁
思
 
ま
さ
に
荘
荘
た
り
（
柳
宗
元
「
柳
州

 
の
城
楼
に
登
り
て
、
潭
、
汀
、
封
、
連
四
州
の
刺
史
に
寄
す
」
巻
三
五
一
）

 
潮
風
が
生
臭
い
と
言
い
、
海
は
遙
か
遠
い
と
言
い
、
そ
こ
は
野
鴨
の
住
処
と

言
い
（
韓
愈
「
八
月
十
五
夜
…
」
）
、
海
は
必
ず
し
も
彼
ら
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

イ
メ
ー
ジ
に
は
と
ら
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

 
そ
う
し
た
遠
く
、
暗
く
、
不
気
味
な
海
を
描
く
一
方
で
、

よ
う
な
世
界
を
も
同
時
に
歌
う
。

唐
人
た
ち
は
次
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
で
 
 
あ
ら
わ

○
川
童
出
海
雲
 
 
 
 
逸
興
 
海
よ
り
出
て
見
れ

 
神
女
向
名
士
 
 
 
 
神
女
 
台
に
向
か
ひ
て
回
る
（
李
嬌
「
雨
」
巻
五

 
九
）

○
碧
海
三
山
波
浪
深
 
 
碧
海
 
三
山
（
東
海
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
三
智

 
山
）
波
浪
深
し
（
騎
賓
王
「
女
道
士
 
王
霊
妃
の
道
士
李
栄
に
贈
る
に
代

 
り
て
」
巻
七
七
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ち
ま

○
忽
聞
海
上
有
仙
山
 
 
忽
ち
聞
く
 
海
上
に
仙
山
有
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ょ
む
ひ
ょ
う
び
ょ
う

 
山
在
虚
無
繧
紗
間
 
 
山
は
虚
無
標
瀞
の
間
に
在
り
と
（
白
居
易
「
長

 
丁
霊
」
巻
四
三
五
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
 

○
槍
海
月
明
珠
有
涙
 
 
槍
海
 
月
明
ら
か
に
 
珠
涙
有
り

 
藍
田
日
立
玉
生
煙
 
 
藍
田
 
日
暖
か
に
し
て
 
玉
煙
を
生
ず
（
李
商
隙

 
「
三
管
必
」
巻
五
三
九
）
）

 
海
は
、
彼
ら
の
日
常
と
隔
絶
し
た
異
域
で
あ
る
だ
け
に
、
不
気
味
さ
と
同
時

に
、
神
仙
、
神
女
の
住
処
、
美
し
い
真
珠
の
と
れ
る
場
所
と
し
て
、
あ
る
種
の

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
「
陸
頷
伝
」
に
言
う
海
が
、
具
体
的
に
ど
の
辺
り
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
か

は
、
作
品
中
登
場
す
る
言
葉
一
胡
人
の
本
拠
地
で
あ
る
南
越
（
広
東
・
広
西
地

方
）
、
そ
の
周
辺
の
海
で
手
に
入
れ
た
と
い
う
真
珠
、
珍
貝
等
の
宝
、
海
中
で

訪
れ
た
鮫
室
（
後
述
）
、
そ
し
て
主
人
公
が
宝
を
得
て
一
生
を
送
っ
た
と
す
る
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閾
越
（
今
日
の
福
建
省
）

連
想
さ
れ
よ
う
。

一
に
従
え
ば
、
「
南
海
」
と
呼
ば
れ
た
地
域
の
海
が

 
南
海
に
は
、
大
き
く
分
け
て
広
狭
二
義
が
存
す
る
。

 
南
海
と
は
、
古
く
は
、
四
方
の
一
つ
と
し
て
の
南
方
、
あ
る
い
は
南
方
の
海

の
意
味
に
用
い
ら
れ
た
が
、
中
国
の
地
理
的
知
識
や
交
易
地
域
の
拡
大
と
と
も

に
そ
の
指
し
示
す
範
囲
も
ひ
ろ
が
っ
て
行
き
、
つ
い
に
は
ア
ラ
ビ
ア
海
・
ペ
ル

シ
ア
湾
・
紅
海
・
ア
フ
リ
カ
沿
岸
の
一
部
ま
で
を
も
含
む
よ
う
に
な
っ
た
と
さ

れ
る
。
こ
れ
が
広
義
の
南
海
で
あ
る
。
一
方
狭
義
の
南
海
は
、
紀
元
前
二
一
四

年
に
秦
の
始
皇
帝
が
嶺
南
の
地
を
経
略
し
て
三
郡
（
桂
林
・
南
海
・
象
郡
）
を

置
い
て
以
来
、
唐
・
宋
に
至
る
ま
で
置
か
れ
た
南
海
郡
を
言
い
、
そ
の
治
所
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ユ

あ
っ
た
今
日
の
広
東
省
広
州
市
を
中
心
と
す
る
南
シ
ナ
海
沿
岸
地
域
を
指
す
。

唐
代
の
人
々
の
意
識
に
あ
る
「
南
海
」
が
具
体
的
に
ど
こ
を
指
す
か
に
つ
い

て
は
、
な
お
詳
細
に
用
例
を
当
た
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
漠
然
と
し
た

「
南
の
海
」
で
は
な
い
こ
と
は
、

1
『
新
旧
唐
書
』
に
見
え
る
、
八
十
六
条
の
「
南
海
」
の
字
を
含
む
記
事
を

概
観
す
る
と
そ
の
多
く
が
南
海
郡
と
そ
の
周
辺
（
当
時
こ
こ
を
治
所
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ら
 

た
嶺
南
道
周
辺
）
を
指
す
こ
と
。

2
『
全
唐
詩
』
に
見
え
る
、
「
南
海
」
の
語
を
含
む
五
十
六
画
面
詩
に
お
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

 
て
も
、
1
と
同
様
な
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

3
『
太
平
広
記
』
所
収
の
「
南
海
」
の
表
題
を
持
つ
項
目
、
す
な
わ
ち
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
う
か
ん
 
 
ヘ
 
へ

①
「
南
海
祭
文
宣
王
」
（
巻
二
六
一
、
出
唐
孟
珀
ξ
嶺
南
異
物
志
』
傍
点

唐
代
伝
奇
「
陸
顕
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
（
中
）

 
 
増
子
。
以
下
同
じ
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り
ゅ
う
じ
ゅ
ん
 
 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 

②
「
南
海
」
（
巻
三
九
四
、
出
唐
・
劉
悔
『
嶺
表
録
異
』
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
い
ふ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ

③
「
南
海
大
魚
」
（
巻
四
六
四
、
出
唐
・
戴
孚
『
広
異
記
』
。
嶺
南
節
度
使

 
 
の
何
履
光
の
話
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ペ
ル
シ
ア

④
「
南
海
大
雨
」
（
巻
四
六
四
、
出
『
広
異
記
』
。
波
忍
人
の
南
海
で
の

 
 
体
験
談
）

⑤
「
南
海
毒
虫
」
（
巻
四
七
六
、
出
唐
・
房
千
里
『
投
荒
録
』
。
房
千
里
が
、

 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
芸
評
に
属
す
る
石
州
に
左
遷
さ
れ
た
時
の
見
聞
を
記
す
）

⑥
「
南
海
人
」
（
巻
四
八
三
、
出
『
南
海
異
事
』
）

 
の
う
ち
、
④
と
⑥
を
除
い
て
、
明
ら
か
に
話
の
舞
台
を
善
南
と
し
て
い
る

 
こ
と
。

4
『
太
平
広
帯
』
巻
四
〇
〇
～
四
〇
五
の
「
宝
」
の
項
の
う
ち
、

①
「
珠
池
」
（
巻
四
〇
二
、
出
『
嶺
表
録
異
』
。
廉
州
）

②
「
下
生
」
（
巻
四
〇
三
、
盲
唖
・
皇
軍
氏
『
原
化
野
』
。
嶺
南
）

③
「
集
翠
装
」
（
巻
四
〇
五
、
出
唐
・
酵
用
宗
『
樋
里
記
』
。
南
海
郡
）

④
「
玉
竜
膏
」
（
巻
四
〇
五
、
出
唐
・
張
読
『
宣
室
戸
』
。
安
南
）

 
に
見
え
る
「
南
海
」
の
ほ
と
り
と
さ
れ
る
地
域
が
、
当
時
の
嶺
南
道
の
境

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
域
に
あ
る
こ
と
。

な
ど
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ス
リ
ラ
ン
カ
 
イ
ン
ド
 
ア
ラ
ビ
ア

 
こ
れ
ら
の
例
よ
り
類
推
す
れ
ば
、
当
時
、
師
子
、
婆
羅
門
、
大
食
、

ペ
ル
シ
ア

波
斯
な
ど
と
の
交
易
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
彼
ら
を
通
じ
て
遙
か
ア
フ
リ
カ
周

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
 

辺
の
知
識
を
す
ら
手
に
入
れ
て
い
た
と
言
う
実
態
を
ふ
ま
え
て
も
、
多
く
の

唐
人
に
と
っ
て
南
海
と
は
先
ず
第
一
に
狭
義
の
南
海
、
つ
ま
り
南
海
郡
を
中
心
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と
し
た
地
域
-
場
代
の
行
政
区
分
で
は
嶺
廻
道
に
属
す
る
地
域
と
そ
の
周
辺
の

南
シ
ナ
海
を
指
す
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
車
代
全
盛
時
の
嶺
南
浜
の
境

域
は
、
広
東
・
広
西
両
省
よ
り
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
を
含
む
広
大
な
も
の
で

 
 
（
1
0
）

あ
っ
た
。

 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
嶺
南
と
い
う
言
葉
か
ら
、
当
時
の
人
々
が
先
ず
連
想
す
る
の
は
、
療
気
に
満

ち
た
左
遷
の
地
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

 
元
和
十
四
年
、
時
に
刑
部
侍
郎
で
あ
っ
た
韓
愈
が
、
仏
教
の
信
仰
厚
い
憲
宗

に
そ
の
非
を
説
い
た
「
仏
骨
を
論
ず
る
の
表
」
を
奉
っ
た
か
ど
に
よ
り
、

ち
ょ
う
し
ゅ
う

潮
州
（
今
日
の
広
東
省
潮
州
市
）
へ
左
遷
さ
れ
た
際
の
作
と
い
う
次
の
詩
は
、

当
時
の
人
々
の
嶺
南
へ
の
思
い
の
一
方
を
如
実
に
示
す
。

 
 
左
遷
至
藍
関
、

て
つ
そ
ん
し
ょ
う

姪
孫
湘
に
示
す

一
封
朝
奏
九
重
天

夕
既
潮
州
路
八
千

欲
為
聖
明
除
弊
事

銅
製
衰
朽
惜
残
年

雲
横
秦
嶺
家
何
在

雪
質
藍
軍
馬
不
前

知
汝
遠
来
応
有
意

好
収
吾
骨
療
江
辺

巻
三
四
四
）

示
豊
野
湘

 
 
 
 
 
 
ら
ん
か
ん

左
遷
せ
ら
れ
て
藍
関
に
至
り
、

一
封
 
朝
に
奏
す
 
九
重
の
天

ゆ
う
べ
 
 
 
 
 
 
へ
ん
 
 
 
 
 
 
み
ち

夕
に
潮
州
に
既
せ
ら
る
 
路
八
千

 
 
 
 
 
へ
い
じ

聖
明
の
為
に
椿
事
を
除
か
ん
と
欲
す

 
 
す
い
き
ゅ
う
 
 
も
つ

肯
て
衰
朽
を
将
て
残
年
を
惜
し
ま
ん
や

 
 
し
ん
れ
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ず
こ

雲
は
秦
嶺
に
横
た
わ
っ
て
 
家
何
処
に
在
り
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
す

雪
は
中
卒
を
擁
し
て
 
馬
前
ま
ず

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ

知
る
 
汝
遠
く
来
る
は
、
応
に
意
有
る
べ
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
う
こ
う
 
 
ほ
と
り

好
し
 
吾
が
骨
を
収
め
よ
 
痒
江
の
辺
（
『
全
』

 
嶺
南
に
は
、
こ
う
し
た
痛
気
が
満
ち
て
い
る
の
み
か
、
象
や
犀
な
ど
の
巨
獣
、

 
 
 
 
 
 
さ
し
つ

毒
蛇
や
射
工
、
沙
轟
、
沙
虫
な
ど
が
人
を
害
そ
う
と
身
を
潜
め
て
い
る
と
考
え

 
 
 
 
〔
1
1
V

ら
れ
て
い
た
。

 
そ
の
一
方
で
、
嶺
南
は
大
部
分
の
唐
人
に
と
っ
て
、
未
知
の
土
地
で
あ
る
が

た
め
に
、
あ
る
種
の
ロ
マ
ン
を
か
き
立
て
る
所
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
の
中
心

地
広
州
は
、
「
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
の
玄
関
口
と
し
て
栄
え
、
「
市
下
墨
貨
の

聚
ま
る
所
」
一
富
の
集
散
地
と
も
意
識
さ
れ
て
い
た
。

 
唐
人
の
南
海
へ
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
示
し
た
詩
と
し
て
有
名
な
の
は
、
次

の
詩
で
あ
ろ
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い
そ
う

腱
躁
海
辺
多
鬼
心
 
 
腱
事
た
る
海
辺
 
鬼
市
多
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
う
い
 
き
ょ
し
ょ

島
夷
居
処
無
郷
里
 
 
島
夷
の
居
処
 
郷
里
無
し

黒
皮
年
少
学
採
珠
 
 
黒
皮
の
年
少
 
珠
を
採
る
を
学
び

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
い
さ
い
と
 

か
ん
す
い
 
 

し
け
ん
ご

手
把
生
犀
照
鍼
水
 
 
手
に
生
犀
を
把
り
て
 
忘
水
を
照
ら
す
（
施
肩
吾

「
島
夷
行
」
〔
『
全
』
罪
囚
九
四
〕
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
な
ま
ぐ
さ
い
臭
い
の
す
る
海
辺
に
は
、
鬼
市
が
多
い
。
島
の
異
民
族
た
ち

は
こ
こ
を
故
郷
と
す
る
者
た
ち
で
は
な
い
（
彼
ら
は
故
郷
を
離
れ
、
西
に
東
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
か
も
の

渡
り
歩
い
て
い
る
者
た
ち
な
の
だ
）
。
黒
い
肌
の
年
少
は
、
真
珠
を
採
る
こ
と

を
習
い
覚
え
、
手
に
犀
の
角
を
と
っ
て
水
中
を
照
ら
し
な
が
ら
海
水
に
潜
っ
て

 
 
 
 
お
 

い
く
の
だ
。

 
こ
の
詩
が
具
体
的
に
ど
こ
を
舞
台
と
し
、
作
者
施
肩
吾
が
、
果
た
し
て
直
接

見
聞
し
た
事
柄
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
種
々
議
論
が
あ
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む
 る

。
し
か
し
、
こ
こ
に
歌
わ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く
1
鬼
市
、
黒
皮
年
少
、

採
珠
、
生
犀
等
一
が
、
南
方
の
風
物
を
示
し
た
、
あ
る
種
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム

を
掻
き
立
て
る
物
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
自
身
の
体
験
で
は

な
く
、
む
し
ろ
作
者
が
読
者
た
ち
に
、
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
を
喚
起
さ
せ
る
よ
う

な
詩
語
を
、
い
わ
ば
寄
せ
木
細
工
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
作
っ
た
と
考
え
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
 

方
が
、
実
態
に
即
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
異
域
と
し
て
の
あ
る
種
不
気
味
さ
と
異
域
な
る
が
故
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の

 
 
 
 
 
 
お
 

共
存
す
る
南
の
地
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
思
い
を
人
々
に
抱

か
せ
る
海
1
「
消
麺
虫
」
と
い
う
奇
妙
な
虫
を
め
ぐ
る
伝
奇
「
陸
顯
伝
」
の
終

盤
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
面
設
定
と
言
え
よ
う
。

 
 
 
．
二

〔
2
〕
同
室

 
海
の
ほ
と
り
で
、
消
麺
虫
の
効
力
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
「
至
宝
」
を
手
に
入

れ
た
彼
ら
が
訪
れ
た
場
所
は
、
海
中
の
竜
宮
と
鮫
室
で
あ
っ
た
。

 
先
行
の
訳
注

分
か
れ
る
。

（
或
い
は
解
説
書
）
で
は
、
「
較
室
」
の
解
釈
は
次
の
三
種
に

 
 
み
ず
ち

A
 
鮫
の
部
屋
と
す
る
も
の

①
石
田
幹
之
助
『
（
増
訂
）
長
安
の
春
』
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
四

 
 
 
コ

 
 
年
）

②
前
野
直
彬
『
唐
代
伝
奇
集
』
2
（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
四
年
）

唐
代
伝
奇
「
陸
顯
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
（
中
）

③
今
村
与
志
雄
『
唐
宋
伝
奇
集
』
下
（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
八
年
）

B
 
そ
の
ま
ま
心
室
と
す
る
も
の

 
 
し
ゅ
う
り
ょ
う
か

①
周
楊
伽
『
挿
図
本
鞘
代
伝
奇
選
訳
』
（
中
州
落
籍
出
版
社
、
一
九

 
 
八
四
年
）

②
葉
桂
剛
『
中
国
古
代
掌
大
伝
奇
賞
析
（
白
話
本
）
』
下
（
北
京
広
播
学

 
 
院
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

③
劉
世
徳
ほ
か
『
中
国
古
代
小
説
百
科
全
書
』
（
〔
李
剣
国
執
筆
〕
、
中
国

 
 
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

 
 
り
く
き
ん

④
陸
送
ほ
か
『
白
話
太
平
広
記
』
（
北
京
燕
山
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

 
 
こ
う
じ
ん

C
 
鮫
人
の
室
と
す
る
も
の

①
高
光
ほ
か
『
文
白
対
照
 
太
平
広
記
』
五
（
天
津
盤
石
出
版
社
、
一
九

 
 
九
四
年
）

 
こ
れ
ら
の
う
ち
、
A
説
は
作
品
中
、
「
竜
宮
鮫
室
」
と
あ
る
事
か
ら
、
「
鮫
竜
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ず
ち

の
語
を
連
想
し
、
「
竜
宮
と
蚊
の
部
屋
」
と
解
釈
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
良

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
蚊
は
、
「
蛇
に
似
て
四
足
。
竜
の
属
な
り
。
（
『
山
海
経
』

「
南
山
経
」
虎
鮫
に
対
す
る
西
晋
・
郭
瑛
注
）
」
と
あ
る
よ
う
に
竜
の
一
種
と

考
え
ら
れ
た
動
物
で
あ
る
。

 
B
説
は
、
単
に
「
鮫
室
」
と
す
る
の
み
で
、
A
、
C
何
れ
の
説
を
採
る
か
は

明
確
で
は
な
い
が
、
鮫
室
の
所
在
が
南
海
に
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
こ
の
言
葉
か
ら
連
想
す
べ
き
な
の
は
C
説
に
い
う
、
「
鮫
人
の
室
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

暴
雨
は
、
鮫
人
と
も
言
い
、
水
中
に
住
む
人
魚
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
、

（117］



魏
・
曹
植
「
七
三
」
其
五
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ゅ
ほ
う

○
弄
三
皇
、
戯
鮫
人
 
篭
写
（
珠
蛙
。
真
珠
を
含
ん
だ
、

 
ろ
う

 
弄
し
、
鮫
人
に
戯
る
（
『
文
選
』
巻
三
四
）

と
見
え
る
ほ
か
、

わ
れ
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 

ど
ぶ
が
い
）
を

同
じ
く
『
文
選
』
所
収
の
他
の
作
品
に
も
、
次
の
よ
う
に
歌

 
ひ
ょ
う
じ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
ら
わ

○
蒸
器
（
睡
蓮
科
の
浮
き
草
の
実
）
の
復
び
過
れ
ん
こ
と
を
想
ひ
、

 
れ
い
き

 
霊
婆
（
婆
は
前
出
）
を
鮫
人
に
訪
ぬ
（
西
晋
・
左
思
「
呉
都
賦
」
〔
巻
五
〕
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ん

○
其
の
根
（
果
て
）
に
は
則
ち
天
環
水
居
（
天
然
の
宝
や
水
中
の
怪
）
、
鮫

 
人
の
室
有
り
（
西
晋
・
木
華
「
海
賦
」
〔
巻
十
二
〕
）
。

○
淵
客
 
室
を
巖
底
に
築
き
、
鮫
人
 
館
を
懸
垂
に
構
へ
（
三
等
・
薫
習
「
江

 
賦
」
〔
巻
十
二
〕
）

 
こ
れ
ら
の
作
品
と
相
前
後
し
て
成
っ
た
と
思
わ
れ
る
志
怪
の
類
で
は
、

様
子
が
よ
り
詳
し
く
描
写
さ
れ
る
。

そ
の

○
南
海
外
電
鮫
人
、
水
居
如
魚
、
不
廃
織
績
。
冷
眼
能
泣
珠
。
従
水
出
、
寓

 
人
家
、
績
日
売
絹
。
将
去
、
従
主
人
索
一
器
、
泣
而
成
珠
満
盤
、
以
与
主

 
人
。
（
西
晋
・
張
華
『
博
物
志
』
二
九
〔
叢
書
集
成
初
編
本
、
拠
清
・
銭

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
煕
棋
輯
『
指
海
』
第
十
集
〕
）
。

○
南
海
外
、
有
鮫
人
。
水
居
如
魚
、
不
廃
織
績
。
其
眼
泣
則
上
製
珠
（
東
晋
・

 
干
宝
『
捜
神
記
』
巻
十
二
〔
江
紹
檀
校
注
、
古
小
説
叢
刊
、
中
華
書
局
、

 
 
 
 
 
 
ゑ

 
一
九
七
九
年
〕
）
。

○
（
吠
勒
国
人
）
乗
象
入
海
底
取
宝
、
宿
於
鮫
人
之
舎
。
得
涙
珠
、
則
鮫
所

 
泣
之
珠
也
。
照
日
真
珠
（
後
漢
・
鄭
憲
？
『
漢
武
洞
無
記
』
巻
三
〔
明
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ

 
顧
元
慶
『
顧
氏
文
房
小
説
』
所
収
〕
）
。

○
揚
州
有
地
市
。
市
人
鴛
珠
玉
而
雑
貨
・
鮫
布
。
鮫
人
、
即
泉
先
也
、
又
名

 
泉
客
。

○
南
海
出
鮫
絹
紗
。
泉
先
・
潜
織
、
一
名
竜
紗
。
其
価
百
余
金
。
以
為
服
、

 
入
水
不
濡
。

○
南
海
中
有
鮫
人
室
。
水
居
如
魚
、
不
廃
…
機
織
。
妙
計
能
泣
則
出
珠
。
晋
木

 
紫
野
海
賦
云
天
爵
水
怪
鮫
人
之
室
（
以
上
三
例
は
、
梁
・
猛
撃
『
霊
異
記
』

 
〔
清
・
馬
俊
良
『
竜
威
秘
書
』
第
一
集
「
漢
魏
採
珍
」
所
収
〕
）
。

右
の
詩
文
か
ら
見
出
さ
れ
る
鮫
（
鮫
）
人
の
特
徴
は
、

 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
概
ね
南
海
に
棲
む
。

②
そ
の
住
ま
い
は
水
中
で
、
鮫
（
較
）
人
室
、
鮫
（
蚊
）
室
と
呼
ば
れ
る
。

③
流
す
涙
が
「
泣
珠
」
と
い
う
真
珠
に
な
る
。

④
機
織
り
に
長
じ
て
い
る
（
そ
の
布
は
、
鮫
絹
紗
と
呼
ば
れ
る
。
そ
の
布

 
で
服
を
作
れ
ば
水
に
入
っ
て
も
濡
れ
な
い
。
高
額
．
で
取
り
引
き
さ
れ

 
る
）
。

⑤
泉
先
、
泉
客
の
異
名
を
持
つ
。

等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
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唐
墨
に
な
っ
て
も
、
鮫
（
鮫
）
人
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
前
代
に
で
き
あ

が
っ
た
も
の
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
踏
襲
し
て
い
る
。

 
そ
の
受
容
の
状
況
は
、
『
全
唐
詩
』
で
見
る
限
り
で
は
、
「
較
竜
」
が
非
常
に

多
く
の
詩
人
た
ち
に
歌
わ
れ
て
い
た
の
に
比
べ
る
と
、
広
く
人
口
に
瞼
表
し
て

い
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
が
．
初
唐
よ
り
晩
唐
に
至
る
詩
人
た
ち
に
継
承

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
長
い
期
間
に
渉
っ
て
、
一
定
以
上
の
認
知
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
 

受
け
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
い
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
か

○
癬
玉
露
鮫
室
 
 
 
 
癬
宇
（
役
所
の
建
物
）
鮫
室
に
鄭
し
（
孟
浩
然

 
「
永
嘉
上
浦
館
に
て
張
八
子
容
に
逢
ふ
」
〔
『
全
』
巻
一
六
〇
〕
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ら

○
往
来
南
越
諸
鮫
室
 
 
往
来
の
南
越
 
鮫
室
を
諸
ん
じ
（
胡
曾
「
車
遙
遙
」

 
〔
『
全
』
巻
二
五
〕
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
じ

○
富
里
雑
鮫
人
 
 
 
 
邑
里
 
鮫
人
を
雑
ふ
（
零
参
「
張
子
の
南
海
に

 
尉
た
る
を
送
る
」
〔
『
全
』
巻
二
〇
〇
〕
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ょ
く
ち
ょ

○
若
人
織
将
悲
 
 
 
 
証
人
 
織
仔
悲
し
（
杜
甫
「
雨
」
四
首
其
四
〔
『
全
』

 
二
一
二
〇
〕
）

 
こ
う
し
た
用
例
を
踏
ま
え
た
時
1
た
と
え
「
竜
宮
」
「
蚊
室
」
と
い
う
対
句

的
用
法
を
念
頭
に
置
い
た
と
し
て
も
1
唐
人
で
あ
る
「
陸
顯
伝
」
の
作
者
が
、

鮫
室
を
単
に
「
鮫
竜
の
す
み
か
」
と
だ
け
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
品
中
に
配
し
、
そ

し
て
当
時
の
読
者
た
ち
が
そ
れ
を
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
受
容
し
た
と
は
に

わ
か
に
考
え
が
た
い
。
や
は
り
、
彼
ら
は
鮫
室
と
は
較
人
の
室
と
捉
え
て
い
た

と
見
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
鮫
人
た
ち
の
織
る
高
価
な
絹
織

物
（
較
梢
紗
）
と
、
そ
の
涙
か
ら
成
っ
た
と
い
う
真
珠
（
涙
珠
）
が
満
ち
満
ち

唐
代
伝
奇
「
陸
顯
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
（
中
）

て
い
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
に
相
違
な
い
。
本
稿
注
（
1
6
）
に
示
し
た
よ
う
に
、

彼
ら
の
南
海
に
抱
い
た
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
要
素
に
は
、
富
を
も
た
ら
す
所
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
海
中
に
あ
る

と
考
え
た
自
室
こ
そ
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
満
た
す
場
所
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。

以
上
、
「
陸
顯
伝
」
の
後
半
部
分
に
登
場
す
る
「
南
海
」
と
「
較
室
」
に
つ

い
て
考
察
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
用
語
を
通
じ
て
本
作
品
の
性
格
を
ど
う
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
。
前
念
で
考
察
し
た
用
語
と
併
せ
て
、
次
稿
で
ま
と
め
る

こ
と
と
し
た
い
。

【
注
】

（
1
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
少
な
か
ら
ぬ
指
摘
が
あ
る
。
就
中
、
石
川

 
 
忠
久
「
文
学
に
現
れ
た
海
-
中
国
と
日
本
一
」
は
、
日
中
の
海
に
ま
つ
わ

 
 
る
歴
代
の
詩
を
中
心
に
こ
の
問
題
を
詳
細
に
検
討
し
て
参
考
と
な
っ
た

 
 
（
同
氏
『
陶
淵
明
と
そ
の
時
代
』
〔
研
文
出
版
、
一
九
九
四
年
目
所
収
。

 
 
初
出
は
、
『
中
国
文
学
の
比
較
文
学
的
研
究
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
一
九

 
 
八
六
年
）
。

 
 
 
た
だ
、
種
々
の
工
具
書
や
後
述
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ

 
 
た
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
恩
恵
を
享
受
し
う
る
今
日
に
あ
っ
て
は
、
そ
の

 
指
摘
の
的
確
さ
は
概
ね
動
か
ぬ
と
し
て
も
、
訂
正
す
べ
き
点
も
少
な
し
と

 
 
し
な
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
同
論
文
で
は
、
唐
詩
に
は
海
を
歌
っ
た
詩

 
 
が
極
端
に
少
な
い
と
し
、
『
唐
詩
選
』
の
詩
題
を
例
に
挙
げ
て
考
証
す
る
が
、

 
後
述
す
る
『
全
唐
詩
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
「
海
」
の
語
を
含
む
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詩
は
四
〇
二
四
首
、
四
五
〇
九
句
に
及
ぶ
。
こ
の
中
か
ら
「
溝
海
」
（
砂

 
 
漠
地
帯
）
や
「
海
内
」
（
天
下
）
、
「
青
海
」
（
湖
の
名
。
コ
コ
ノ
ー
ル
）
な

 
 
ど
、
我
々
が
一
般
的
に
言
う
海
以
外
の
用
例
を
相
当
数
差
し
引
い
た
と
し

 
 
て
も
「
極
端
に
少
な
い
」
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
本
稿
注
1
に
示
し
た
石
川
氏
の
論
考
に
引
く
唐
詩
に
も
、
巨
大
な
竈
の
類
、

 
 
赤
い
目
を
し
た
怪
魚
（
王
維
「
秘
書
晃
監
の
日
本
に
還
る
を
送
る
」
）
、
鯨

 
 
や
犀
（
王
維
は
犀
を
海
に
住
む
と
見
な
し
た
と
い
う
）
の
出
没
す
る
海
が

 
 
描
か
れ
る
。

（
3
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

（
4
）
『
ア
ジ
ア
歴
史
大
事
典
』
（
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
初
版
第
七
版
）
参
照
。

（
5
）
台
湾
中
央
研
究
院
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
す
る
学
術
デ
ー
タ
ベ
ー

 
 
ス
の
一
つ
で
あ
る
「
二
十
五
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
手
が
か
り
と
し
て
調

 
 
査
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
次
の
通
り
。

 
 
耳
8
…
＼
＼
≦
≦
≦
●
ω
一
巳
8
・
Φ
匹
¢
・
暑
＼
津
ヨ
ω
-
σ
ヨ
＼
津
目
ω
≦
ω
）
。
 
目
下
ネ
ッ
ト
上

 
 
で
は
一
部
公
開
な
が
ら
、
同
研
究
院
の
資
料
公
開
に
よ
っ
て
我
々
の
受
け

 
 
る
逸
興
は
、
実
に
多
大
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
試
み
に
、
『
旧
唐
書
』
に

 
 
見
え
る
五
十
ヶ
所
（
但
し
、
こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
西
南
海
も
「
南
海
」

 
 
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
の
で
、
正
確
に
は
四
十
七
ヶ
所
）
の
う
ち
、
南
海

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
 
郡
（
嶺
南
）
以
外
の
用
例
は
、

 
 
①
巻
八
十
九
、
列
伝
第
三
十
九
「
白
方
慶
」

 
 
②
巻
一
八
五
上
、
列
伝
第
一
三
五
上
、
良
吏
上
「
薦
元
常
」

 
 
③
巻
一
九
〇
上
、
動
伝
第
一
四
〇
上
、
文
苑
上
「
王
勃
」

 
 
④
巻
一
九
七
、
列
伝
第
一
四
七
、
南
蛮
、
西
南
蛮
「
婆
利
国
」
（
○
。
p
ユ
今

 
 
 
日
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
属
す
る
バ
リ
）

 
⑤
巻
一
九
七
列
伝
第
一
四
七
、
南
蛮
、
西
南
蛮
「
盤
六
国
」
（
勺
．
鋤
『
℃
．
9

 
 
『
ざ
。
今
日
の
マ
ラ
イ
半
島
中
部
の
バ
ン
ド
ン
じ
u
9
。
巳
自
粛
付
近
に
比
定

 
 
 
さ
れ
る
）

 
 
の
五
例
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
海
と
し
て
の
「
南
海
」
す
な
わ
ち
、

 
 
南
シ
ナ
海
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
6
）
本
稿
注
5
と
同
じ
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
台
湾
の

 
 
言
伝
大
学
（
元
智
工
学
院
）
の
「
網
転
炉
書
読
」
中
の
『
全
唐
詩
』
の
全

 
 
文
検
索
を
手
が
か
り
と
し
た
。
こ
れ
は
、
本
文
の
校
訂
が
十
分
で
は
な
い

 
 
た
め
、
『
全
唐
詩
』
原
文
と
対
照
し
て
用
い
る
事
が
必
須
で
あ
る
。
ホ
ー

 
 
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、
次
の
通
り
。

 
 
葺
℃
ミ
。
一
ω
・
巴
巨
平
群
N
『
Φ
血
『
ヨ
＼
ρ
↓
の
＼
ρ
二
①
曙
・
耳
ヨ
 
増
子
は
、
同
資

 
 
料
を
基
に
、
中
華
書
早
上
『
全
唐
詩
』
に
当
た
っ
た
が
（
や
は
り
、
誤
記
・

 
 
欠
落
や
、
詩
題
と
詩
句
と
の
不
一
致
な
ど
の
間
違
い
が
多
く
発
見
さ
れ

 
 
た
）
、
詩
中
の
用
語
や
作
者
の
経
歴
等
を
通
じ
て
、
確
実
に
嶺
南
周
辺
を

 
 
歌
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
五
十
六
首
申
二
十
九
首
で
あ
っ
た
。
参

 
 
考
ま
で
に
作
者
と
作
品
名
及
び
、
『
全
唐
詩
』
の
巻
数
を
掲
げ
て
お
く
。

 
 
①
艦
籍
「
雑
曲
歌
辞
・
傷
歌
行
」
巻
二
四
、
②
杜
審
言
「
南
海
乱
石
山

 
 
作
」
巻
六
二
、
③
蘇
廼
「
饒
荊
州
崔
司
馬
」
巻
七
三
、
④
玉
露
「
端
州

 
 
 
別
高
六
俄
」
巻
八
七
、
⑤
同
「
南
中
別
陳
七
李
十
」
巻
八
七
、
⑥
沈
栓

 
 
期
「
赦
到
不
得
帰
題
江
上
石
」
巻
九
七
、
⑦
章
型
物
「
点
食
著
受
李
広

 
 
 
州
署
為
録
事
」
巻
一
八
九
、
⑧
杜
甫
「
溢
流
」
巻
二
一
九
、
⑨
同
「
自

 
 
 
平
」
巻
二
二
〇
、
⑩
同
「
二
段
功
曹
帰
広
州
」
巻
二
二
七
、
⑪
杜
甫
「
諸

 
 
 
将
五
首
」
二
二
一
二
〇
、
⑫
銭
起
「
南
中
春
意
（
一
作
品
）
」
巻
二
三
六
、

 
 
⑬
元
結
「
送
孟
校
書
往
南
海
」
巻
二
四
一
、
⑭
劉
禺
錫
「
踏
潮
歌
」
巻
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三
五
六
、
⑮
同
「
南
海
馬
大
夫
遠
示
i
」
巻
三
六
一
、
同
⑯
「
南
海
馬

 
 
 
大
夫
無
罪
著
述
三
通
i
」
立
命
六
三
、
⑰
韓
愈
「
恩
恵
師
」
巻
三
一
二
七
、

 
 
 
⑱
杜
牧
「
寄
三
兄
和
州
崔
員
外
十
二
韻
」
巻
五
二
一
二
、
⑲
島
々
「
南
海

 
 
 
府
罷
南
康
一
」
巻
五
三
三
、
⑳
同
「
南
海
府
罷
帰
京
一
」
前
壷
三
四
、

 
 
 
⑳
同
「
南
海
使
院
l
」
巻
五
三
七
、
⑳
頁
島
「
送
襲
校
書
」
巻
五
七
二
、

 
 
 
⑳
同
「
送
山
南
惟
竪
法
師
」
巻
五
七
二
、
⑳
高
々
「
南
海
神
祠
」
巻
五

 
 
 
九
八
、
⑳
黄
酒
「
南
海
黒
和
段
先
輩
一
」
巻
七
〇
五
、
⑳
曹
松
「
南
海
」

 
 
 
巻
七
一
七
、
⑳
同
「
南
海
旅
次
」
巻
七
一
七
、
⑳
同
「
南
海
陪
鄭
司
空

 
 
 
遊
藷
園
」
巻
七
一
七
、
⑳
轟
然
「
南
海
石
門
戌
懐
古
」
巻
藁
四
五
、
⑳

 
 
 
同
「
南
海
津
七
使
君
一
」
巻
七
四
五

（
7
）
嶺
南
地
方
の
物
産
を
紹
介
し
た
も
の
。
別
名
『
嶺
南
録
異
』
、
『
嶺
表
録
異

 
 
記
』
、
『
嶺
表
録
』
な
ど
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
い
ま
い
 
 
 
 
 
そ
が
く

（
8
）
ま
た
、
『
太
平
広
記
』
巻
四
〇
五
「
琉
瑠
盆
」
（
出
軍
鴇
『
杜
陽
雑
編
』
）

 
 
に
見
え
る
南
昌
国
は
、
国
と
し
て
の
名
は
、
『
新
旧
唐
書
』
共
に
見
え
な

 
 
い
が
、
『
新
唐
書
』
巻
四
三
上
「
地
理
七
」
上
に
見
え
る
嶺
儒
道
白
州
の

 
‘
治
所
の
南
昌
（
今
日
の
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
二
幅
県
の
南
の
地
）
を
指

 
 
す
か
。
更
に
、
こ
れ
は
二
代
以
前
の
楽
照
の
記
述
で
あ
る
が
、
南
海
の
「
鯨

 
魚
目
」
と
言
う
珠
に
つ
い
て
述
べ
る
中
に
「
玉
壷
に
落
胆
あ
り
」
と
見
え

 
 
る
が
、
合
金
（
今
日
の
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
）
も
ま
た
、
唐
代
の
嶺
南

 
道
の
境
域
で
あ
る
（
梁
・
任
莇
『
述
異
記
』
〔
『
太
平
広
記
』
巻
四
〇
二
〕
。

 
 
但
し
、
こ
の
項
は
、
後
述
す
る
『
竜
威
秘
書
』
本
『
述
異
記
』
巻
上
で
は
、

 
 
「
鯨
魚
目
」
と
は
別
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
も
南

 
海
と
合
浦
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
で
は
共
通
す
る
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
う
よ
う
ざ
つ
そ

（
9
）
『
太
平
広
記
』
巻
四
八
二
（
出
指
事
式
『
重
陽
雑
狙
』
）
に
も
、
波
斯
商

唐
代
伝
奇
「
陸
顯
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
（
中
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
は
つ
ば
つ
り
き

 
 
人
か
ら
得
た
知
識
と
思
わ
れ
る
蟻
差
当
国
の
話
が
見
え
る
。
同
国
は
、

 
今
日
の
東
ア
フ
リ
カ
、
ソ
マ
リ
ア
の
ベ
ル
ベ
ラ
U
d
嘆
9
茜
海
岸
地
方
を
指

 
 
す
と
さ
れ
る
（
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
肥
』
五
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

 
 
一
九
八
○
年
）
。
な
お
、
中
国
人
た
ち
が
自
ら
の
手
で
大
型
船
舶
を
造
船

 
 
し
て
、
実
際
に
外
洋
に
乗
り
出
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
宋
、
元
、
明
代
に

 
 
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
と
言
う
（
謝
弗
著
・
建
玉
貴
訳
『
唐
画
的
外
来
文

 
明
』
〔
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
五
年
〕
、
原
題
は
、
．
．
↓
9
0
♀

 
9
コ
℃
Φ
碧
9
ω
、
。
h
Q
り
磐
母
冨
a
・
〉
の
ε
畠
o
h
↓
雪
α
q
穿
。
け
冨
．
、
一
⑩
①
ω
雷
Φ

 
ご
三
く
①
芸
界
。
h
9
ま
。
ヨ
一
p
）
。
こ
の
説
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
唐
人
の

 
外
洋
に
対
す
る
知
識
の
多
く
は
唐
に
来
航
す
る
波
斯
な
ど
の
国
々
の
人
々

 
 
よ
り
得
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

（
1
0
）
海
で
す
ら
日
常
の
外
の
世
界
と
意
識
し
た
大
多
数
の
人
々
に
と
っ
て
は
、

 
或
い
は
、
こ
の
南
シ
ナ
海
周
辺
の
地
域
辺
り
が
想
像
の
限
界
だ
っ
た
の
で

 
 
は
な
い
か
。
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
「
陸
顕
伝
」
で
は
、
海
で
得
た
宝

 
を
嶺
南
道
の
境
域
に
あ
っ
た
南
越
で
売
っ
た
と
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
見

 
 
て
も
、
そ
の
「
海
」
が
、
遠
く
ア
ラ
ビ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
海
で
あ
っ
た
と

 
 
は
考
え
難
い
。
こ
の
場
合
も
狭
義
の
「
南
海
」
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
 
な
お
、
作
品
中
登
場
す
る
閾
越
の
地
は
嶺
南
道
に
隣
接
す
る
。

（
1
1
）
植
木
久
行
『
唐
詩
の
風
土
』
（
研
文
出
版
、
一
九
八
三
年
）
参
照
。
同
書

 
 
に
よ
れ
ば
、
射
工
は
南
方
の
水
中
に
生
息
し
、
人
が
岸
辺
に
近
づ
く
と
息
・

 
水
・
沙
を
吐
き
か
け
て
病
気
に
さ
せ
る
と
さ
れ
、
沙
贔
は
水
中
に
生
息
す

 
 
る
赤
い
虫
で
、
人
の
皮
膚
に
入
り
込
ん
で
そ
の
人
を
殺
す
と
考
え
ら
れ
て

 
 
い
た
。
更
に
、
沙
虫
は
沙
中
に
潜
ん
で
、
人
が
こ
れ
に
刺
さ
れ
る
と
三
ヶ

 
 
月
で
死
ぬ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
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（
1
2
）
夜
間
、
灯
火
を
つ
け
ず
に
行
わ
れ
た
交
易
。
元
来
は
、
異
民
族
同
士
の
「
沈

 
 
黙
交
易
」
で
あ
っ
だ
が
、
や
が
て
は
、
妖
怪
変
化
の
類
が
集
ま
っ
て
行
わ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
う
だ
ひ
ろ
し

 
 
れ
る
と
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
相
田
洋
『
異

 
 
人
と
市
』
（
研
文
出
版
、
一
九
九
七
年
）
の
考
証
が
、
先
行
の
諸
説
を
ふ

 
 
ま
え
て
詳
細
を
極
め
る
。

（
1
3
）
犀
の
角
を
燃
や
し
て
灯
り
と
す
る
と
想
像
し
た
か
。
そ
の
実
態
は
と
も
か

 
 
く
と
し
て
、
犀
は
異
国
情
緒
を
醸
し
出
す
も
の
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
本

 
 
稿
注
②
に
示
し
た
よ
う
に
、
詩
人
た
ち
の
中
に
は
、
犀
を
海
水
に
す
む
獣

 
 
と
考
え
る
者
す
ら
あ
っ
た
。
な
お
、
卑
見
で
は
、
本
詩
の
表
現
は
、
『
晋
書
』

 
 
巻
六
七
に
見
え
る
、
温
嬌
が
犀
角
を
燃
や
し
て
水
中
に
潜
む
怪
物
を
見
極

 
 
め
た
と
い
う
「
犀
照
牛
渚
」
の
故
事
を
或
い
は
念
頭
に
置
く
の
で
は
な
い

 
 
か
と
思
う
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。

（
1
4
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
注
1
2
に
引
い
た
相
田
洋
『
異
人
と
市
』
が

 
 
詳
し
い
。

（
1
5
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
陸
顯
伝
」
と
併
せ
て
、
次
稿
に
お
い
て
、
よ
り
詳

 
 
細
に
検
討
を
加
え
た
い
。

（
1
6
）
こ
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
は
、
単
に
甘
美
な
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
①
異

 
 
国
の
富
の
集
散
す
る
所
、
②
海
中
か
ら
、
真
珠
、
珊
瑚
、
班
瑠
や
珍
貝
な

 
 
ど
の
宝
が
採
取
さ
れ
る
所
1
つ
ま
り
、
人
々
に
富
を
も
た
ら
す
所
と
い
う

 
 
イ
メ
ー
ジ
が
濃
厚
に
入
り
交
じ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
7
）
初
出
は
創
元
社
、
一
九
四
一
年
。

（
1
8
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
野
美
代
子
『
中
国
の
妖
怪
』
（
岩
波
新
書
、
一

 
 
九
八
三
年
）
で
は
、

 
 
 
①
人
魚
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
人
身
蛇
尾
（
竜
尾
）
の
妖
怪
と
結
び
つ
く
。

 
 
②
鮫
と
蚊
の
二
字
は
混
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
事
を
考
え
る
と
、

 
 
 
ま
ず
鮫
人
す
な
わ
ち
蚊
竜
の
下
半
身
或
い
は
尾
と
人
賦
の
上
半
身
が

 
 
 
結
び
つ
い
た
も
の
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
人
身
竜
尾
の
妖
怪
は
漢

 
 
 
代
の
画
像
傳
に
頻
出
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
性
別
は
一
定
し
て
い
な

 
 
 
 
い
。

 
 
と
す
る
（
同
書
皿
「
霊
獣
と
魑
魅
魍
魎
」
）
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

 
 
は
別
途
稿
を
改
め
て
詳
述
し
た
い
。

（
1
9
）
蛙
は
、
和
名
ど
ぶ
が
い
。
淡
水
真
珠
が
実
際
に
と
れ
る
の
は
、
こ
ち
ら
で

 
 
あ
る
が
、
小
尾
郊
」
訳
注
『
文
選
』
五
で
は
、
「
は
ま
ぐ
り
」
と
訳
す
（
集

 
 
英
社
『
全
釈
漢
文
大
系
』
、
一
九
七
五
年
）
。
こ
の
場
面
は
、
淡
水
の
有
様

 
 
を
描
写
し
た
部
分
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ハ
マ
グ
リ
と
訳
す
の
は
い
か

 
 
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
同
書
の
鮫
人
の
語
釈
に
見
え
る
よ
う

 
 
に
、
鮫
人
は
海
中
に
住
む
と
い
う
先
入
観
（
或
い
は
鮫
の
字
に
引
か
れ
た

 
 
か
）
に
と
ら
え
ら
れ
て
の
解
釈
と
言
え
る
。
後
に
触
れ
る
よ
う
に
鮫
人
は

 
 
海
中
に
住
む
と
だ
け
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
2
0
）
四
部
叢
刊
本
（
図
書
寮
、
静
嘉
堂
蔵
回
刊
本
を
影
印
）
『
太
平
御
覧
』
巻

 
 
七
九
〇
「
四
夷
部
十
一
」
（
「
能
く
泣
釈
す
」
ま
で
）
、
同
義
〇
三
「
弥
宝

 
 
部
三
」
（
「
水
よ
り
出
で
て
」
以
下
）
に
も
引
用
。

（
2
1
）
本
話
は
、
『
芸
文
類
聚
』
巻
六
五
（
「
産
業
部
」
上
）
、
八
四
（
「
宝
玉
部
」

 
 
下
）
。
『
御
覧
』
八
〇
三
（
「
珠
」
下
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
『
捜
上
記
』
か
ら

 
 
引
用
し
た
旨
書
か
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
本
書
は
、
後
漢
・
鄭
憲
撰
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
内
容
的
に
見
れ
ば
、
梁

 
 
代
以
降
の
成
立
と
見
る
の
が
妥
当
と
さ
れ
る
（
劉
世
聖
主
編
『
中
国
古
代

 
 
小
説
百
科
全
書
』
〔
盧
仁
竜
執
筆
〕
、
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、
一
九
九
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三
年
中
。

（
2
3
）
梁
・
任
断
『
述
異
記
』
の
例
の
よ
う
に
、
揚
州
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
話

 
 
と
す
る
も
の
の
ほ
か
、
後
に
述
べ
る
唐
詩
で
は
、
新
羅
に
赴
く
人
を
送
る

 
 
詩
等
に
も
こ
の
語
が
見
え
（
舞
台
は
東
海
）
、
ま
た
、
淡
水
（
洞
庭
湖
、

 
 
江
中
）
の
鮫
人
・
鮫
室
を
歌
っ
た
詩
も
存
す
る
。
特
に
淡
水
に
つ
い
て
は
、

 
 
有
名
な
唐
・
李
朝
威
「
三
二
伝
」
の
竜
宮
が
、
洞
庭
湖
に
在
る
と
し
た
の

 
 
と
同
工
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
例
は
必
ず
し
も
南
海
の
話
に

 
 
比
べ
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
ち
な
み
に
、
近
藤
春
雄
『
平
面
小
説
の
研

・
究
』
に
よ
れ
ば
、
竜
宮
と
い
う
発
想
は
、
唐
代
に
確
立
し
た
も
の
で
有
る

 
 
と
い
う
（
第
五
節
「
竜
宮
潭
の
世
界
」
、
笠
間
書
院
、
一
九
七
八
年
）
。
こ

 
 
の
指
摘
通
り
と
す
れ
ば
、
竜
宮
よ
り
も
、
「
鮫
（
鮫
）
人
智
」
の
方
が
、

 
 
先
に
イ
メ
ー
ジ
が
確
立
し
た
こ
と
と
な
る
。

（
2
4
）
先
に
示
し
た
元
智
大
学
の
『
全
唐
詩
』
全
文
検
索
に
よ
れ
ば
、
「
鮫
竜
」

 
 
の
語
を
含
む
詩
は
、
一
四
四
例
。
一
方
、
「
鮫
（
鮫
）
人
」
、
「
鮫
（
較
）

 
 
岩
室
」
の
語
を
含
む
詩
は
、
そ
の
三
分
の
一
弱
の
四
一
例
で
あ
る
。
・
そ
の

 
 
作
者
、
詩
題
及
び
『
全
唐
詩
』
所
載
の
巻
数
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

 
 
 
［
鮫
室
］
五
例

 
 
 
 
①
胡
曾
「
車
上
遙
」
巻
二
五
、
②
戴
叔
倫
「
送
東
陽
顧
明
府
罷
帰
」

 
 
 
 
童
謡
七
四
、
③
挑
康
「
賦
得
巨
魚
縦
大
墾
」
五
三
三
一
、
④
長
孫
佐

 
 
 
 
輔
「
楚
州
塩
塩
古
摘
望
海
」
巻
四
六
九
、
⑤
章
孝
標
「
送
金
可
紀
帰

 
 
 
 
新
羅
」
巻
五
〇
六

 
 
 
［
鮫
室
］
六
例

 
 
 
 
①
孟
浩
然
「
永
嘉
応
浦
伝
逢
張
八
子
容
」
巻
一
六
〇
、
②
杜
甫
「
舟

 
 
 
 
迂
洞
庭
一
作
過
洞
庭
湖
」
巻
二
三
四
、
③
劉
派
益
「
競
渡
曲
」
巻
三

唐
代
伝
奇
「
陸
顕
伝
」
に
関
す
る
一
考
察
（
中
）

五
六
、
④
皮
日
休
「
投
竜
潭
」
巻
六
一
〇
、
⑤
皮
日
休
「
太
湖
詩
」

巻
六
一
〇
、
⑥
陸
亀
甲
「
奉
和
襲
美
太
湖
詩
二
十
首
其
一
初
回
太
湖
」

才
六
一
八

［
鮫
人
］
二
六
例

①
斉
己
「
升
天
行
」
巻
二
四
、
②
李
嬌
「
太
平
公
主
山
亭
侍
中
建
制
」

巻
六
一
、
③
播
州
「
鮫
人
歌
」
巻
二
一
一
三
、
④
儲
光
義
「
石
倉
詞
」

巻
＝
二
七
、
⑤
孟
浩
然
「
登
江
中
孤
懊
贈
白
雲
先
生
王
廻
」
巻
一
五

九
、
⑥
零
蓼
「
送
楊
暖
尉
南
海
」
巻
二
〇
〇
、
⑦
杜
甫
「
漢
破
西
南

台
」
巻
二
一
六
、
⑧
同
「
奉
同
等
給
事
湯
壷
露
漱
作
」
巻
二
一
六
、

⑨
同
「
閨
郷
姜
七
里
府
設
並
置
贈
長
歌
」
巻
二
一
七
、
⑩
同
「
雨
四

首
」
巻
二
一
二
〇
、
⑪
顧
況
「
竜
宮
操
井
序
」
巻
二
六
五
、
⑫
同
「
送

従
兄
使
新
羅
」
巻
二
六
六
、
⑬
盧
編
「
慈
恩
寺
石
窟
歌
」
巻
二
六
七
、

⑭
劉
萬
錫
「
莫
猪
歌
」
巻
三
五
四
、
⑮
同
「
韓
十
八
侍
御
見
示
l
」

巻
三
五
五
、
⑯
同
「
傷
秦
摂
行
」
巻
三
五
六
六
、
⑰
皇
女
「
贈
韓
退

之
」
巻
三
一
四
、
⑱
心
証
「
登
禺
廟
回
降
雪
五
言
二
十
韻
」
巻
上
八

一
、
⑲
飽
溶
「
采
愚
行
」
巻
四
八
七
、
⑳
顧
雲
「
苔
歌
」
巻
六
一
二
七
、

⑳
方
干
「
贈
夏
侯
評
事
」
巻
六
五
一
、
⑳
呉
融
「
贈
霊
光
上
人
草
書

歌
」
巻
六
八
七
、
⑳
無
名
氏
「
斑
竹
」
巻
七
八
五
、
⑳
成
彦
雄
「
暮

春
日
計
渓
谷
亭
」
巻
七
五
九
、
⑳
水
府
君
「
与
雨
量
燐
奇
遇
詩
」
巻

八
六
四
、
⑳
李
渉
「
灘
陽
行
」
巻
雲
八
三

［
鮫
人
］
四
例

①
劉
商
「
姑
蘇
懐
古
送
秀
才
下
第
帰
江
南
」
巻
三
Ω
二
、
②
施
肩
吾

「
平
石
秀
才
」
巻
四
九
四
、
③
皮
角
休
「
初
夏
遊
魚
伽
精
舎
」
巻
六

〇
九
、
④
無
名
氏
「
話
頭
」
巻
七
八
五
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